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SIP第1期「次世代海洋資源調査技術」(2014～2018年)における水深2,000m以浅の海底熱水鉱床を主な対象とした成果を活
用し、これらの技術を段階的に（Step by Step）発展・応用させ、基礎・基盤研究から事業化・実用化までを見据え、
2,000m以深での深海資源調査技術、回収技術を世界に先駆けて確立・実証するとともに社会実装の明確な見通しを得る。

概 要

1.SIP第2期 革新的深海資源調査技術

推進体制

テーマ1 レアアース泥を含む海洋鉱物資源の資源量の調査・分析

テーマ2-1 深海資源調査技術の開発

テーマ2-2 深海資源生産技術の開発

テーマ3 深海資源調査･開発システムの実証

課題の意義

SIPで行った仔細な資源量調査の結果、開発に適している
レアアース濃集帯の分布状況が明らかになりつつある。水深
5,000~6,000m に賦存するレアアース泥の生産技術確立は、
技術的難易度が高いが、産業を支える希少資源の安定供給の
観点から将来に向けて国家として推進すべき課題である。

南鳥島EEZ内の深海にはレアアース泥の濃集帯が存在し、特に（中国南部及びミャンマーに）偏在する重レアアース類を含
むことが知られている。資源に乏しい我が国が、自国EEZ内に存在する海洋鉱物資源の効率的な調査手法を確立し、同時に
将来の生産に向けて、その生産技術を確立することはエネルギー安全保障に資する取り組みである。
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2.海洋鉱物資源の種類

出典：経済産業省ホームページ http://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/kaiteinessuikosho.html 3



日本周辺の海底資源の分布
我が国の排他的経済水域の海底は、世界有数の海底鉱物資源に富む海域

コバルトリッチ
クラスト

レアアース泥

3.海底鉱物資源とその意義

沖大東海嶺

大東海嶺

沖ノ鳥島

南鳥島小笠原海台

公海鉱区

拓洋第5海山

伊豆小笠原
海域

沖縄海域

海底熱水鉱床

水深
2,000m 

浅 海

水深
4,000m

水深
6,000

m

第１期SIP

マンガン団塊

第2期SIP

第2期SIP

第１期SIP
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5

４.レアアースの使途

（出典：経済産業省「2050年カーボンニュートラル社会実現に向けた鉱物資源政策」令和３年２月１５日）

＊レアアースは、
レアメタルのうちの
17元素で、希土
類元素である。

主にスカンジウム、
ランタン、セリウム、
プラセオジムサマリ
ウム、イットリウム、
ネオジム、ジスプロ
シウム等である。



6（出典：経済産業省「2050年カーボンニュートラル社会実現に向けた鉱物資源政策」令和３年２月１５日）

5.カーボンニュートラルに必要な鉱物資源の需給見通し

中国ベトナム

フランス
マレーシア

その他

日本の
レアアース
輸入相手国
(2019年)



精製物Bに含まれるレアアース元素の含有率

南鳥島周辺EEZ海域の海底から採取したピ
ストンコア試料252kg（wet）から、レア
アース元素をシュウ酸化合物として370g精
製。（2019年度実績）

（精製物A） （精製物B）

6.南鳥島レアアース泥試験精錬の結果
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7．研究開発体制

推進委員会
プログラムディレクター

石井正一

サブプログラムディレクター

東 垣

内閣府

総務省

経済産業省 文部科学省

農林水産省 国土交通省

環境省 防衛省

産業技術総合研究所

JAMSTEC

京都大学､高知大学

JAMSTEC

海上･港湾･航空技術研究所

民間企業

JAMSTEC

民間企業

連携
調整

助言

管理法人JAMSTEC

JAMSTEC

海上･港湾･航空技術研究所

JOGMEC

JAMSTEC（海洋研究開発機構） JAPIC（日本プロジェクト産業協議会）
JOGMEC（石油天然ガス・金属鉱物資源機構）

民間企業

東京大学、秋田大学

テーマ３
深海資源調査・開発

システムの実証
(伊藤忠)松川TL
(J-MARES)河合STL

テーマ２－２
深海資源生産技術の開発

(JAMSTEC)川村TL
(JAMSTEC)澤田STL

許STL

テーマ２－１
深海資源調査技術の開発

(JAMSTEC)大澤TL
(うみそら研)藤原STL

テーマ１
レアアース泥を含む海洋鉱物資源の

資源量の調査・分析

（産総研)荒井TL
（JAMSTEC)町山STL

産業技術総合研究所

外務省

助言会議

（座長）東海大学海洋研究所
平 朝彦 所長

東京大学
加藤泰浩 教授

JOGMEC
五十嵐吉昭 理事

（株）ダイヤコンサルタント
代表取締役社長 野口 泰彦

JAPIC海洋資源事業化委員長
高島正之
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係留系

長期環境ベースライン調査
江戸っ子1号+係留系

テーマ２-１
深海資源調査技術の開発

テーマ１
レアアース泥を含む海洋鉱物資源

の資源量の調査・分析

テーマ２-２
深海資源生産技術の開発

テーマ３
深海資源調査･開発システムの実証

深海曳航体による
高解像度海底下音響探査

8.計画概要

ピストン
コア採取

6,000m級AUVによる
本格的高解像度海底下音響探査

長期運用型ASV
(洋上中継器)

深海ターミナル

AUV複数運用技術
音響通信測位統合装置による効率化

隊列制御

AUVの大深度化

「ちきゅう」

ROV

解泥
採泥

揚泥

「かいめい」

パワーグラブ

船上
音響探査

江戸っ子1号
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1.レアアース資源量評価

2.AUV複数機運用技術
・音響通信･測位装置の開発
・隊列制御

3.AUV複数機運用技術実証試験
・長期運用型ASVの開発

4. 深海ターミナル

5. AUVの大深度化

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

ASV完成

6.レアアース生産技術の開発

9.全体工程表

揚泥性能確認試験

深海環境利用を含む深海鉱物資源開発関連技術の事業化

海洋ロボット調査技術の事業化

海洋環境調査技術事業の事業化

7.開発システムの展開
（太平洋島しょ国研修･国際協力体制の構築）
（環境ベースライン調査）
（海洋環境調査技術の開発）

AUV3機
隊列制御試験に成功

（３Ｄマッピングイメージ図）
概略資源量評価

渠中試験

AUV2機
隊列制御試験に成功

レアアース資源量評価の高精度化
レアアース精製・産業化への技術開発

水深６,000m級AUV
実証･調査

次期SIPへの期待

事業化

・深海環境利用を含む深海鉱物
資源開発関連技術の事業化

・海洋ロボット調査技術の事業化
・海洋環境調査技術の事業化

ASV-異機種AUV5機
隊列制御

ASV

ASV/異機種AUV
インターフェイス

改良

水深1,000m海域試験 水深2,000m海域試験浅海試験成功

海域解泥･揚泥試験大規模解泥試験解泥試験

国際標準規格・ISO発行

海上試験
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10.テーマ1 レアアース泥を含む海洋鉱物資源の資源量の調査・分析

⚫ 南鳥島海域のレアアース泥概略資源量評価
⚫ 資源量の三次元マッピング

南鳥島周辺海域

(Amante and Eakins, 2009)

目 標
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音響探査 13,732km 地層コアサンプル採取 46本

2018年度

音響探査 3,491km 地層コアサンプル採取 15本 高解像度音響探査
73km

2019年度

高解像度音響探査
424km

地層コアサンプル採取 9本

2020年度

地層コアサンプル採取 19本

2021年度

17,223km 89 本 497km

レアアース調査進捗
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11.テーマ1 レアアース泥を含む海洋鉱物資源の資源量の調査・分析



12.南鳥島周辺海域で採取したコア写真

色の違い、粒子組成の違い、生物擾乱の有無などで「岩相」の区分ができる

Sec.1 Sec.2 Sec.3 Sec.4 Sec.5 Sec.6 Sec.7 Sec.8 Sec.9 Sec.10 Sec.11 Sec.12 Sec.13 Sec.14 Sec.15 Sec.16 Sec.17 Sec.18

レアアース濃集層の例
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2018年度、2019年度に採取
した地層コアサンプルの分
析の結果、濃集パターン③
のエリアが、単位面積当た
りのレアアース資源量が最
大であり、開発候補地点に

適していることを確認

レアアース有望開発候補地点の選定

海底面直下に
レアアース高濃集層が賦存

平均品位3,180ppm

濃集層厚8m以上

13.テーマ1 レアアース泥を含む海洋鉱物資源の資源量の調査・分析
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✔

✔

将来の鉱区設定等を見据え、
レアアース資源量評価の高精度化

✔

これまでの成果

14.レアアース泥資源量の調査・分析の成果

15
精製物Bに含まれる

レアアース元素の含有率

南鳥島周辺EEZ海域の海底から採取し
たピストンコア試料252kg（wet）か
ら、レアアース元素をシュウ酸化合
物として370g精製。(2019年度実績)

（精製物A） （精製物B）

南鳥島レアアース濃集層の地球統計学的
精緻三次元分布図を完成し、有望開発候
補地点を選定。

南鳥島レアアース概略資源量評価を完了。
JOGMECによる調査を大きく上回る規模
のレアアース資源量が明らかとなった。
<shoi

南鳥島レアアースは重レアアースに富み、
また有害物質をほとんど含まないことを
確認。



鉱業法関係整備

現行の鉱業法および深海底鉱業暫定措置法にお
いて、レアアースは対象の鉱物として定義され
ていないため、SIP第2期「革新的深海資源調査
技術」では、日本のEEZ内に賦存するレアアー
ス泥を海洋鉱物資源として保護するための、レ
アアースを鉱業法上の鉱物として定義するよう、
主務官庁である経済産業省へ働きかけてきた。

16

（2021年12月21日 総合エネルギー調査会・鉱業小委員会資料より）

海外からの資源供給リスク低減や風力発電
機器や電動車等の普及拡大に伴い、レアアー
スの需要が増加していく見込みと、近年、我
が国の排他的経済水域内でレアアースが確
認され、今後、商業的に開発される可能性が
出てきている。
したがって、資源を適正に管理し、レアアース

の国内生産を円滑化するため、鉱業法の適
用鉱物にレアアース（希土類金属鉱）を追加
する。＊（法改正概要資料より）

レアアースを鉱業法に明記

15.レアアース国内法整備について



■AUV複数機運用技術
●マルチユーザ音響通信･測位統合装置、隊列
制御による複数機運用(最大10機、実証5機)

●必要な要素技術
・複数機通信･測位技術の開発
・隊列制御技術の開発
・長期無人洋上中継機技術の開発

ASV（無人洋上中継機）

■探査システムの大深度化
●水深6,000m級AUVの導入による大深度

詳細調査
●必要な要素技術
・大深度運用技術
・システム技術のキャッチアップ

⚫深海資源の調査効率を向上させるため、水深6,000mまでの海域の調査ができる
世界最先端調査システムの開発（JAMSTEC、海上技術安全研究所)

目 標

■深海ターミナル技術
●AUVのドッキング・水中充電によ

る5日間以上の長期連続運用
●必要な要素技術
・ドッキング・充電技術の開発

16.テーマ２-1 深海資源調査技術の開発
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

AUV隊列制御の進捗

2022年度

隊列制御
アルゴリズム

制作

AUV2機
隊列制御試験

に成功

AUV3機
隊列制御試験

に成功

異機種AUV
隊列制御
システム
構築中

異機種AUV5機
隊列制御試験

✔ ✔ ✔
9月実施
予定

AUV2機隊列制御で
取得した海底地形図

AUV3機隊列制御で
取得した海底地形図

AUV機隊列制御
シミュレーション

＊シミュレーション
でAUV10機の

隊列制御が可能

17.テーマ２-1 深海資源調査技術の開発
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

深海ターミナルの進捗

2022年度

仕様決定
詳細設計
製作開始

ドック内試験
に成功

浅海域試験
に成功

水深1,000m海域
連続運用試験

✔ ✔ ✔ 10月実施予定

・無人ドッキング
・非接触給電
・光データ伝送

水深2,000m海域
長期連続
運用試験

＊新たな電池
の利用を検討

18.テーマ２-1 深海資源調査技術の開発
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パワーグラブ
による採泥

「ちきゅう」を用いた
レアアース泥の揚泥

解泥・採泥

● 水深6,000mからのレアアース泥回収技術の確立
● 産業化を検討するに値する検証データ･指標の提供

目 標

19.テーマ2-2 深海資源生産技術の開発

水 深
3,000m

水 深
6,000m

｢ちきゅう｣
全長210m

実際のスケール

｢かいめい｣
全長100m

(スカイツリー)

1本

2本

3本

4本

5本

6本

7本

8本

9本

10本
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レアアース生産システム開発進捗

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

解泥試験実施 大規模解泥試験

✔ ✔ ✔
８月実施予定

約3㎥の海底
堆積物採取

解泥
シミュレーション

レアアース泥
力学分析実施

レアアース
生産システム設計

揚泥管等3,000m
各種ツール完成

接続確認試験 海域解泥･揚泥試験

3,000m実海域
65トン/日

揚泥・循環試験

20.テーマ2-2 深海資源生産技術の開発

21
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デリック(櫓)に
吊るされた揚泥管

（パイプラック）

（ドリルフロア）

（デリック(櫓)）

「ちきゅう｣を用いた揚泥性能確認試験

揚泥管吊り上げ

揚泥管接続作業

➡ SIP第2期でレアアース生産のために新たに設計･製作した揚泥管
、簡易揚泥管、接続管、各種ツール等のハンドリング試験を実
施し、各機器の機能・健全性を確認。

21.テーマ2-2 深海資源生産技術の開発

22



係留系

係留系

（太平洋島嶼国研修）
（他分野へのスピンオフ） 深海環境の活用

● セメント硬化体・長期深海暴露試験
● 生分解性プラスチック分解試験

深海資源調査
技術の実証

深海資源生産
技術の実証

環境モニタリング

深海ターミナル

「ちきゅう」

ROV

係留系

江戸っ子１号

● 深海資源の産業化モデルの構築､民間参画の下でシステム実証
● 産業化に向けた課題の整理・具体的な解決策の提示
● 環境対策（環境モニタリング・環境影響評価・環境負荷軽減対策）

目 標

22.テーマ3 深海資源調査・開発システムの実証
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23.環境影響評価手法の普及・国際的取り組み

（ISO規格） （規格概要） （状況）

DIS23730

"General technical requirement on marine 
environmental impact assessment“
海洋環境影響評価に求められる全般的な技術要件

2022年4月
発 行

DIS23731

“Long-term in-situ imaged-based surveys in 
deep-sea environments”
江戸っ子１号カメラによる深海での長期現場観測

2021年8月
発 行

DIS23732

"General protocol for observation of 
meiofaunal community"
メイオファウナ群集の観察手法

2021年8月
発 行

DIS23734

"Onboard bioassay for seawater quality 
monitoring using delayed fluorescence of 
microalgae"
植物プラントンによる洋上バイオアッセイ

2021年8月
発 行

SIP第1期の2017年にISOのTechnical Comiittee 8/SubComittee 13の委員会に日本側委員によりMarine EIA
を専門するworking groupを設置し、４提案を申請して審議を続け、2021年8月に３件、2022年4月に１件の国
際標準規格ISOが発行済。

（ISO 23731）

（ISO 23732）

（ISO 23734）

国際標準規格・ISO発行

24
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研究・技術開発 産業化

産業化マップ

事 業 名 ：① 深海環境利用を含む深海鉱物資源開発関連事業

（事業概要）SIP第２期における各テーマにおける技術開発の進捗に伴って、関係省庁（資源エネルギー庁資源・燃料部）との
意見交換を進めながら、将来の深海鉱物資源開発事業の商業化を想定した上で、新たな事業参入企業の掘り起しを進める。
また関係省庁（国土交通省港湾局）との連携により、遠隔離島である南鳥島の今後の利活用の可能性についても検討を進める。

レアアース
精錬技術開発

レアアース
選鉱技術開発

レアアース
単離技術開発

EEZ海域における
深海鉱物資源調査

資源科学

レアアース
生産プロセスの確立

資源

資源科学

資源科学 産業

フィルタープレス（例）

焼成炉（例）

ロータリーキルン（例）

産業

産業資源科学 産業

資源科学

レアアース
抽出技術開発

産業

南鳥島利活用

資源 産業

24.テーマ3 深海資源調査・開発システムの実証

社会実装の実現に向けた主な取り組み



25.テーマ3 深海資源調査・開発システムの実証

社会実装の実現に向けた主な取り組み

浅海
産業化マップ

事 業 名 ：② 海洋ロボット調査技術事業

（事業概要）J-MARESが技術移転を受けるAUV/ASV/深海ターミナルの調査技術に対し、レアアース以外の調査目的への事業
展開を、デモンストレーション調査の実施による顧客アピールを含めて進め、調査事業の受託体制を構築する。

深海

資源科学

南鳥島周辺海域における
レアアース調査事業

三次元地下構造
精密探査事業

科学 防災資源

深海・海底精密地形図
作成事業

科学 環境

深海

26

海底通信ケーブル敷設・
維持管理用調査事業

通信資源

コバルトリッチクラスト・
マンガン団塊調査事業

電力

海底送電ケーブル敷設・
維持管理用調査事業 浅海漁場関連事業

漁業

海底地盤調査事業
（洋上風力発電）

電力

産業化研究・技術開発

26



26.テーマ3 深海資源調査・開発システムの実証

環境モニタリング
（サンゴ礁）

社会実装の実現に向けた主な取り組み

事 業 名 ：③ 海洋環境調査技術事業

（事業概要）J-MARESが環境調査技術、特に廉価版江戸っ子１号であるCOEDOをプラットフォ-ムとする調査技術について、
SIPからの事業受託により習得した新たな海洋環境調査技術により、海洋生態系把握とインフラ管理をターゲットとする事業化
展開を図る。

なお、本事業に適用する技術は、SIPの成果であり、国際標準規格ISOとして発行されている。

産業化

太平洋島嶼国協力

火山噴火周辺海域
海底定点観測

科学

環境

海底観察調査
（魚種・漁場確認等）

漁業
産業化マップ

資源科学

環境関係調査
（南鳥島周辺他EEZ海域）

環境

環境関係調査(ISA公海鉱区）深海

研究・技術開発

環境

資源科学 環境

国際

環境モニタリング調査
（海上インフラ設備）

浅海 産業

環境モニタリング調査
（沖合海底自然環境保全地域）

科学 環境

海底観察調査
（観光・遊漁情報提供）

産業 国際
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テーマ２-１
深海資源調査技術の開発

テーマ１
レアアース泥を含む海洋鉱物資源

の概略資源量の調査・分析

テーマ２-２
深海資源生産技術の開発

テーマ３
深海資源調査・開発システムの実証

27.令和4年度 計画概要

6,000m級AUVによる
本格的高解像度海底下音響探査

長期運用型ASV
(洋上中継器)

深海ターミナル
水深2,000m連続運用試験

AUV複数運用技術
異機種AUV5機の隊列制御運用試験

AUVの大深度化

(異分野展開)
生分解プラスチック深海分解試験等

サンプル回収･分析評価

「ちきゅう」

海域接続試験
(水深1,000m)

● レアアース概略資源量評価の精緻化
と概略資源量の三次元マッピング

● 6,000m級AUVによる高解像度海底下
音響探査、精密海底地形調査

● テーマ間情報提供協力及び出口戦略
のための情報共有・提供手法の検討

● 6,000m級AUV慣熟試験･航海
● ASVと異機種複数AUVの通信・測位及

び制御技術による隊列制御試験
● 水深2,000ｍの深海ターミナル連続運用

試験

● 海域循環・作動試験(水深1,000m)
● 海域解泥・揚泥試験(水深3,000m)
● 海域解泥・揚泥試験の性能評価・揚泥数

値モデル高精度化

● 環境モニタリング
● レアアース分離精製試験
➡最終製品への試験的利用

● 環境調査手法の国際標準化取組み
● 深海利用(生分解性プラスチック深海分解挙

動確認試験等)
● ３つの事業化検討

より廉価で高機能化した｢江戸っ子1号」
による長期環境モニタリング
（水中騒音、濁度測定等）

深海環境利用を含む
深海鉱物資源開発関連事業

海洋ロボット調査技術事業

海洋環境調査技術事業

（事業化検討）

28

海域解泥・揚泥試験
(水深3,000m)

レアアース概略資源量評価の精緻
化と概略資源量の三次元マッピン

グ



28.令和4年度 主要航海スケジュール

29

2022年 2023年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(1) NGR6000（6000m級AUV）

(2) AUV隊列制御試験

(3) 深海ターミナル

(4) ｢ちきゅう｣を用いた揚泥試験

NGR6000検収航海

NGR6000南鳥島周辺海域調査航海

AUV5機隊列制御試験

深海ターミナル連続運用試験
(水深2,000)

海域循環･作動試験(水深1,000m)

海域解泥･揚泥試験(水深3,000m)
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1. 南鳥島海域のレアアース概略資源量評価の目標を達成
⇒南鳥島沖6,000mの深海に存在するレアアース資源の産業化を目指して、鉱区設定に向けての
EEZ内の更なる広域資源量調査や資源情報の精緻化を図るための計画の策定

2. 南鳥島沖レアアース資源の産業化に向けての採取に必要な海底生産システムの効率化
⇒産業化への可能性を高めるため、より効率的な大水深掘削技術を開発し、実証
⇒2022年夏に予定する3,000m海域の65トン/日の揚泥試験

3. 我が国の広大なEEZ海域を、より効率的かつ経済的に調査するための自律型無人探査機(AUV)等の
一層の高機能化
⇒深海ターミナルの2022年1月の1,000m海域のドッキング試験の達成と８月の2,000m海域の試験
⇒AUV5機による隊列制御と10機シミュレーション
⇒ASV、AUV、深海ターミナルからなる観測システムによる海洋鉱物資源等の調査・監視コストの
飛躍的改善

⇒6,000m級AUVの検収と慣熟航海
4. 南鳥島レアアースの精錬、精製研究と最終製品への利用
5. 「江戸っ子１号」などの海洋観測機器を使用した海洋環境問題への取組み強化
6. 太平洋島嶼国との海洋科学技術を用いた技術協力で、国際関係を一層強化

29.第２期SIPプログラムの4年目の成果を踏まえての最終年度
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海上保安庁HPより

「南鳥島」基地
人員交代・物資補給
選鉱・リサイクル

「ちきゅう」

深海ターミナル
充電・データ伝送
多用途の拠点整備

自律型無人探査機(AUV)
AIを活用した群制御による自在な調査

江戸っ子１号
環境監視の長期継続

鉱物資源調査

海洋玄武岩CCS
環境モニタリング

最東端EEZ海域

CO2

ﾚｱｱｰｽ

レアアース生産
システム実証

遠隔離島利活用

1900km

安全保障上重要な海洋の保全や利活用を進める海洋安全保障プラットフォームを構築

30.提案中の次期SIPで実現すべき将来像(2023.04～2028.03）
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次期SIPでは第2期SIPまで
○水深約6,000m
の海域でレアアース
泥生産が可能なシス
テム開発及び設計

○実機：解泥機(集
泥管を含む）、採泥
機構の一部、及び揚
泥3,000m製作
（補正予算製作）

○水深3,000mでの
解泥・揚泥作動性
能確認試験実施

揚泥量（回収実証試験時目標）

350トン/日規模（暫定）
揚泥量（作動性能確認試験実施時）

65トン/日規模（※）

○南鳥島沖水深6,000mでのレアアース
泥の生産実証試験及び世界初の大水深
掘削技術の開発・実証

○レアアース泥の効率的・経済的な生産
システムの開発

○経済性、環境影響、深海オペレーション
等を総合的に解決した事業化のモデルを
検討

レアアース泥の生産システム
※浅海ポンプ装着により揚泥量が35tから増加

＊残りの揚泥管3,000mの迅速な製作が必要

31.世界初の大水深掘削技術の開発・実証及び
水深6,000mからのレアアース泥の効率的・経済的な生産システムの開発・実証
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＊苫小牧におけるCCS大規模実証試験

圧入量30万トンから世界の大規模プロジェクトではないが、

IEAを始め世界が成功モデルプロジェクトとして位置づけて

いる。

ウトナイ湖

苫小牧市役所

分離・回収・圧入設備

新千歳空港

32.苫小牧におけるCCS大規模実証試験



Carbon dioxide Capture and Storage
二酸化炭素を 回収して 貯留する

遮へい層
（泥岩など）

CO2を通さない
地層

貯留層
（砂岩など）
CO2の貯留に
適した地層

遮へい層

貯留層

CO2

CO2

CO2

工場等

岩石中の隙間
に貯留

圧入井

CO2を地中に貯留するためには、

貯留層とその上部を覆う遮蔽層が対

になった地層構造が必要。

遮へい層は貯留層に入れたCO2が漏

れ出さないようフタの役割を果たす。

*石油回収の増進
(EOR: Enhanced Oil Recovery）
に活用して地中貯留

貯留タイプ
・ 深部塩水層

（一般的な地中貯留）

・ 油層（CO２- EOR*）

拡大部

33.CCSのしくみ
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国際エネルギー機関（IEA）はCCUSによるCO2削減量を、2030年までに全世界で年間16億トン（1.6Gt）、2050年に
はその約５倍の年間76億トン（7.6Gt）にまで増やすことを見込んでいます。

出典：資源エネルギー庁ホームページ
（https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/asiaccusnetwork.html?ui_medium=enecho_mailmag）

◼ 2020年を基準としたCO2削減量（年平均）の内訳

出典：IEA (2021) Net Zero by 2050: a Roadmap for the Global Energy Sector。IEAがすべての権利を保有、加工および日本語訳はJCCSによる。

34.CCUSのCO2削減ポテンシャル
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※経済産業省「第1回CCS長期ロードマップ検討会」資料より抜粋

35.貯留適地調査



NEDO提供資料を基に作成

36.国内のCCUS実証関連
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外洋EEZの平頂海山（海洋玄武岩）を活用したCO2貯留・固定化の社会実装のイメージ

① 南鳥島周辺海域の拓洋第5海山の地質調査や水の圧入試験等に
基づき、海洋玄武岩の賦存状態を確認し、貯留ポテンシャルの評価を行う。

②当該サイトに適したモデリング及び環境モニタリング技術に加え、玄武岩
層へのCO2圧入技術、CO2鉱物化促進技術等の調査研究を行う。

③大規模なCO2海上輸送、深海圧入オペレーション等の全体工程での
経済性のある最適なシステムの概念設計を行う。

Society 5.0 with Carbon Neutralを実現するため、我が国のEEZ海域における広大な玄武岩海山を利用した新しい
CO2貯留・固定化のための基礎調査及び社会実装に向けた技術開発を実施する。

アイスランドの玄武岩層CO2貯留試験において、95％以上
のCO2が2年以内に鉱物に固定化されることが確認された。
Snabjornsdottir et al., Nature Reviews Earth & Environment, 2020.

CO2が鉱物固定化された玄武岩

37.南鳥島周辺海域の玄武岩海山を利用した大規模CO2貯留・固定化技術の基礎調査研究
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南鳥島コアーサンプルの
レアアース濃集層

南鳥島レアアース泥から精製した
レアアース精製物

Society5.0を支える資源
確保への道筋をつける

ご清聴ありがとうございました

（組 成）

ネオジム ・

ジスプロシウム

・

プラセオジム・

イットリウ
ム
・サマリウム ・

ガドリニウム
・

・
セリウム

・
ランタン


